
２面

訪日、最速で万人突破

面

「万博需要取り込む」

面

南予で来夏キャンペーン

３面

ＪＴＢ中間　増収減益

７面

環境保全活動へ寄付

富
士
山
登
山
鉄
道

「
ト
ラ
ム
」は
発
車
す
る
か
？

人手不足割合が低下

日
本
人
の
査
証
免
除
を
発
表
中
国
政
府


月

日
か
ら

旅館・ホテル

正
社
員

％
、非
正
社
員

％

帝
国
デ
ー
タ
調
査



月

多
様
な
働
き
方
な
ど
寄
与
か

スポットワーク

活
用
に
４
割
前
向
き

帝
国
デ
ー
タ

企
業
調
査

小
売
な
ど
割
合
高
く

■■

累計で過去最多を更新
企業の人手不足倒産

（１） 第３２４７号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）１２月２日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　今年１～月の訪日外国人旅
行者数は過去最速で万人を
突破し、万人となった。
月単月は万人で、１カ月当
たりの過去最高に。

　近鉄グループホールディング
スがメディアとの懇談会で、大
阪・関西万博に向けた取り組み
として、新たな需要を確実に取
り込むと強調した。

　「雪国観光圏」の宿泊施設コ
ンソーシアムが、フランスのシ
ャンパンメゾンと協業し、環境
保全に向けた取り組みを始め
た。売上金の一部を環境保全活
動に寄付する。

　愛媛県南予地域９市町が来夏
に行う観光キャンペーンの概要
を発表。同地域ならではの体験
コンテンツ、アクティビティを
家族連れや若者にアピール。

　ＪＴＢグループの中間決算は
営業利益が前年同期比．％減
の億円。旅行部門の段階的回
復で売り上げは増加したが、減
益となった。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
手
不
足
割
合
は
若
干
低
下
―
。帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が

月
に
行
っ
た
企
業
の
動
向
調
査
で
、

人
手
不
足
と
感
じ
て
い
る
企
業
の
割
合
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
正
社
員
で

・
９
％
、
非
正
社
員
で

・
９
％
と
前

年
同
月
か
ら
い
ず
れ
も
低
下
し
た
。
同
社
は
要
因
に
つ
い
て
「
業
務
効
率
化
に
向
け
た
ツ
ー
ル
や
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
多
様
な
働
き
方
の
普
及
が
、
人
手
不
足
の
解
消
に
寄
与
し
て
い
る
背
景
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て

い
る
。

　
空
き
時
間
に
短
時
間
、
単

発
で
働
く
「
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
ス
キ
マ
バ
イ
ト
）
」
に

つ
い
て
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
が
企
業
の
意
識
ア
ン
ケ
ー

ト
を
こ
の
ほ
ど
行
っ
た
。
企

業
の
約
４
割
が
ス
ポ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
働
く
人
（
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
カ
ー
）
の
活
用
に
前
向

き
で
、
業
界
別
で
は
小
売
、

運
輸
・
倉
庫
、
サ
ー
ビ
ス
の

割
合
が
高
か
っ
た
。

　
企
業
に
お
け
る
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
カ
ー
の
活
用
に
「
既
に

活
用
し
て
い
る
」
が
８
・
３

％
、
「
活
用
を
検
討
し
て
い

る
」
が
５
・
３
％
、
「
検
討

は
し
て
い
な
い
が
、
興
味
は

あ
る
」
が

・
５
％
。
こ
れ

ら
を
合
わ
せ
た
「
活
用
に
前

向
き
」
が

・
１
％
と
な
っ

た
。
こ
の
ほ
か
「
興
味
は
な

い
」
が

・
８
％
、
「
分
か

ら
な
い
」
が

・
１
％
。

　
活
用
に
前
向
き
な
企
業
割

合
を
７
の
業
界
別
で
見
る

と
、
小
売
が

・
６
％
と
最

も
高
く
、
運
輸
・
倉
庫
（


・
８
％
）
、
サ
ー
ビ
ス
（


・
９
％
）
が
続
い
た
。
建
設

は
最
も
低
く
、

・
３
％
に

と
ど
ま
っ
た
。

　
細
か
い
業
種
別
で
は
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
を
含

む
専
門
商
品
小
売
が

・
２

％
、
飲
食
料
品
・
飼
料
製
造

が

・
１
％
、
運
輸
・
倉
庫

が

・
８
％
、
飲
食
料
品
小

売
が

・
８
％
と
高
い
数
字

に
な
っ
て
い
る
。

　
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
活

用
に
前
向
き
な
企
業
は
「
季

節
要
因
へ
の
対
応
と
し
て
、

一
時
的
に
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
カ

ー
を
雇
っ
て
い
る
」
（
運
輸

・
倉
庫
）
、
活
用
に
興
味
が

な
い
企
業
は
「
景
気
の
上
下

に
よ
っ
て
人
手
が
欲
し
い
状

況
も
あ
る
が
、
働
き
手
が
ど

ん
な
人
物
か
分
か
ら
な
い

上
、
仕
事
内
容
的
に
も
利
用

す
る
に
は
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
」
（
農
・
林
・
水
産
）

な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

　
調
査
は

月

～

日
、

全
国
２
万
７
０
０
８
社
に
行

い
、
１
万
１
１
３
３
社
か
ら

有
効
回
答
を
得
た
。

　
人
手
が
不
足
と
感
じ
て
い

る
企
業
の
割
合
は
、
全
業
種

計
で
正
社
員

・
７
％
、
非

正
社
員

・
５
％
。
前
年
同

月
比
で
０
・
４
㌽
、
１
・
４

㌽
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
。

　
正
社
員
を
不
足
と
す
る
企

業
割
合
は
２
カ
月
連
続
で
低

下
し
て
い
る
が
、
「
下
げ
幅

は
小
さ
く
、
依
然
と
し
て
５

割
を
上
回
る
な
ど
、
高
止
ま

り
が
続
い
て
い
る
」（
同
社
）。

　

の
業
種
別
に
見
る
と
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
が

・
２
％

と
ワ
ー
ス
ト
１
位
に
な
っ

た
。
前
年
同
月
か
ら
２
・
７

㌽
低
下
も
、
唯
一
の
７
割
台

と
な
っ
た
。
２
位
以
下
は
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
・
警
備
・
検
査

（

・
７
％
）
、
建
設
（


・
６
％
）
、
金
融
（

・
１

％
）
、
運
輸
・
倉
庫
（

・

８
％
）、旅
館
・
ホ
テ
ル
（


・
９
％
）
の
順
。
旅
館
・
ホ

テ
ル
は
前
年
同
月
比

・
７

㌽
の
低
下
。
時
間
外
労
働
時

間
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

た
「
２
０
２
４
年
問
題
」
に

直
面
し
て
い
る
建
設
、
運
輸

・
倉
庫
な
ど
の
業
種
で
前
年

同
月
か
ら
上
昇
し
て
い
る
。

　
一
方
、
非
正
社
員
は

カ

月
連
続
で
前
の
月
を
下
回

り
、
「
人
手
不
足
は
緩
和
傾

向
へ
転
じ
て
い
る
」（
同
）。

　
業
種
別
で
は
、
飲
食
店

（

・
３
％
）
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
（

・
９
％
）
の
２
業

種
が
６
割
台
と
高
い
比
率
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
前
年

同
月
比
で
は

・
７
㌽
、


・
６
㌽
の
そ
れ
ぞ
れ
減
と
、

大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

　
３
位
以
下
は
人
材
派
遣
・

紹
介
（

・
２
％
）
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
・
警
備
・
検
査

（

・
１
％
）
、
娯
楽
サ
ー

ビ
ス
（

・
０
％
）
の
順
。


位
以
内
で
は
娯
楽
サ
ー
ビ

ス
の
み
が
前
年
同
月
か
ら
上

昇
（
８
・
０
㌽
増
）
し
た
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
手
不

足
割
合
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
同
社
は
次
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

　
「
飲
食
店
と
旅
館
・
ホ
テ

ル
に
お
い
て
は
、
『
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
』
が
到
来
し
て
か

ら
深
刻
な
人
手
不
足
が
続
い

た
。
飲
食
店
で
は
特
に
非
正

社
員
部
門
に
お
い
て
長
く
業

種
別
ト
ッ
プ
が
続
き
、
旅
館

・
ホ
テ
ル
で
は
２
０
２
２
年


月
に
は
正
社
員
と
非
正
社

員
そ
れ
ぞ
れ
８
割
を
超
え
る

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
を
上

回
る
高
水
準
で
推
移
し
た
」

　
「
こ
う
し
た
中
、
２
０
２

４
年
に
入
っ
て
以
降
は
引
き

続
き
業
種
別
で
は
上
位
で
は

あ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
改

善
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
さ
ら

に
高
ま
っ
て
い
る
中
で
は
あ

る
が
、
業
務
効
率
化
に
向
け

た
ツ
ー
ル
や
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
多
様
な
働
き
方
の
普

及
が
、
人
手
不
足
の
解
消
に

寄
与
し
て
い
る
背
景
の
一
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

　
中
国
政
府
は

月

日
、

日
本
人
の
観
光
な
ど
を
目
的

と
す
る
滞
在
に
つ
い
て
、


月

日
か
ら
入
国
査
証
（
ビ

ザ
）
を
免
除
す
る
と
発
表
し

た
。
日
本
人
へ
の
ビ
ザ
免
除

は
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年

３
月
以
来
、
４
年
８
カ
月
ぶ

り
。

　
日
本
の
一
般
旅
券
を
所
持

し
、
商
業
・
貿
易
、
観
光
、

親
族
訪
問
、
交
流
・
訪
問
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
目
的
と
す

る

日
以
内
の
滞
在
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

　
日
本
の
ほ
か
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア

チ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
北

マ
ケ
ド
ニ
ア
、
マ
ル
タ
、
エ

ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
の
各

国
に
も
適
用
し
た
。

　
関
東
で
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
旅
行
や
出
張

で
関
西
に
行
く

と
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
や
習
慣
の
違

い
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
▼

最
た
る
も
の
が
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
乗
り
方
だ
。
左
側
に

立
ち
、
右
側
を
急
ぐ
人
の
た

め
に
空
け
る
の
が
関
東
流
。

関
西
は
逆
だ
（
京
都
は
例
外

の
よ
う
だ
）
。
筆
者
も
例
に

な
ら
い
、
関
西
で
は
い
つ
も

と
違
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
立
つ

こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
安
全
の
た

め
に
、
左
右
ど
ち
ら
も
空
け

ず
に
２
列
で
乗
る
こ
と
が
奨

励
さ
れ
て
お
り
、
埼
玉
県
と

名
古
屋
市
で
は
条
例
化
も
し

て
い
る
。
全
旅
連
青
年
部
は

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
２
列
利

用
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
運
動

を
行
い
、
千
葉
県
の
旅
館
ホ

テ
ル
組
合
は
こ
の
運
動
を
さ

ら
に
深
度
化
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
▼
時
間
の
な

い
時
に
さ
っ
と
食
事
が
で
き

る
立
ち
食
い
そ
ば
店
で
も
文

化
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
き
つ
ね
う
ど
ん
は

油
揚
げ
が
乗
っ
た
う
ど
ん
、

た
ぬ
き
う
ど
ん
は
天
か
す
や

揚
げ
玉
が
乗
っ
た
う
ど
ん
と

い
う
の
が
関
東
の
常
識
。
で

も
関
西
で
は
、
た
ぬ
き
う
ど

ん
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な

い
。油
揚
げ
が
乗
っ
た
そ
ば
、

関
東
で
言
う
き
つ
ね
そ
ば
が

「
た
ぬ
き
」
。
き
つ
ね
う
ど

ん
は
「
き
つ
ね
」
だ
。
天
か

す
が
乗
っ
た
う
ど
ん
と
そ
ば

は
関
西
で
は
「
ハ
イ
カ
ラ
う

ど
ん
」
「
ハ
イ
カ
ラ
そ
ば
」

と
呼
ぶ
が
、
関
東
出
身
者
は

メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
も
ど
ん
な

商
品
な
の
か
想
像
が
つ
か
な

い
▼
異
文
化
体
験
は
旅
の

醍
醐
味

だ
い
ご
み

の
一
つ
。
地
域
独
自

の
文
化
を
わ
れ
わ
れ
は
大
切

に
し
た
い
。
　
【
Ｍ
・
Ａ
】

　
山
梨
県
が
実
現
に
意
欲
を

示
し
て
い
た
富
士
山
の
麓
と

５
合
目
を
結
ぶ
「
富
士
山
登

山
鉄
道
構
想
」
に
つ
い
て
、

県
は

月

日
、
鉄
道
整
備

を
断
念
す
る
と
発
表
し
た
。

地
元
な
ど
の
理
解
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因

と
さ
れ
る
。

　
同
構
想
は
長
崎
幸
太
郎
知

事
の
肝
い
り
事
業
と
い
わ
れ

た
。
５
合
目
ま
で
の
県
の
有

料
道
路
「
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ

ン
」
を
通
行
す
る
大
型
観
光

バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
渋

滞
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
約


㌔
の
区
間
に
軌
道
を
敷
設

し
、
次
世
代
型
路
面
電
車

（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
を
走
ら
せ
る
と

い
う
も
の
だ
。

　
富
士
山
は
も
と
も
と
世
界

自
然
遺
産
と
し
て
の
登
録
を

目
指
し
て
い
た
が
、
開
発
が

進
み
、
ご
み
や
し
尿
な
ど
を

原
因
と
す
る
環
境
悪
化
が
原

因
で
、
文
化
遺
産
と
な
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
登
録
の
際
、

世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
人
が

多
す
ぎ
る
こ
と
を
解
消
す
る

よ
う
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
対

応
を
誤
れ
ば
登
録
取
り
消
し

と
い
う
事
態
に
も
な
り
か
ね

ず
、
知
事
も
危
機
感
を
抱
え

て
い
た
。そ
の
対
策
と
し
て
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
構
想
を
打
ち
出
し

た
。

　
し
か
し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
構
想
は

①
レ
ー
ル
の
敷
設
な
ど
大
規

模
工
事
が
必
要
②
環
境
破
壊

に
つ
な
が
る
③
建
設
費
や
災

害
復
旧
の
コ
ス
ト
面
が
過
大

―
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
富
士

吉
田
市
や
山
小
屋
関
係
者
な

ど
が
「
富
士
登
山
鉄
道
に
反

対
す
る
会
」を
結
成
、反
対
署

名
を
県
に
提
出
し
て
い
た
。

　
知
事
は
反
対
派
の
懸
念
を

受
け
入
れ
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
構
想
に

代
わ
る
「
（
仮
称
）
富
士
ト

ラ
ム
」
と
い
う
、
レ
ー
ル
を

敷
か
ず
に
ゴ
ム
製
タ
イ
ヤ
で

走
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
打
ち
出
し
た
。

　
県
に
よ
る
と
、
富
士
ト
ラ

ム
は
電
車
と
バ
ス
の
両
方
の

メ
リ
ッ
ト
を
備
え
た
ニ
ュ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
。
県
が
推
進
す

る
「
グ
リ
ー
ン
水
素
」
を
動

力
源
と
し
て
採
用
す
る
こ
と

で
環
境
負
荷
を
軽
減
。ま
た
、

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
に
は
磁

気
マ
ー
カ
ー
や
白
線
に
よ
る

誘
導
方
式
を
導
入
し
て
軌
道

と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
軌

道
法
が
適
用
さ
れ
、
一
般
車

両
の
進
入
を
規
制
し
て
来
訪

者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能

に
な
る
と
し
て
い
る
。

　
鳴
沢
村
か
ら
山
中
湖
村
に

広
が
る
６
市
町
村
の
富
士
北

麓
エ
リ
ア
、
富
士
山
と
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
新
駅
「
山
梨

県
駅
」
を
直
結
し
、
リ
ニ
ア

の
停
車
本
数
の
増
加
を
目
指

す
。
「
将
来
的
に
県
内
各
地

へ
の
２
次
交
通
網
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
県
民
の
生
活
の

向
上
、
観
光
誘
客
の
促
進
や

地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
車
両
は
中
国
企
業
が
開

発
、
同
国
内
で
実
用
化
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

　
「
低
コ
ス
ト
で
環
境
に
配

慮
し
た
富
士
ト
ラ
ム
を
検
討

し
、
実
現
可
能
性
を
見
い
だ

し
た
」
と
県
は
強
調
す
る
。

し
か
し
、
安
全
性
や
環
境
面

の
配
慮
の
検
証
、
導
入
費
用

の
試
算
な
ど
は
こ
れ
か
ら
。

地
元
と
の
合
意
形
成
に
向
け

た
話
し
合
い
も
こ
れ
か
ら
で

あ
る
。
富
士
山
は
日
本
の
財

産
だ
。環
境
保
全
の
在
り
方
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
議

論
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
富

士
山
５
合
目
。
将
来
、
富

士
ト
ラ
ム
が
登
場
す
る
の

だ
ろ
う
か

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年

月
の
人
手
不

足
を
要
因
と
す
る
倒
産
は


件
発
生
し
た
。
前
年
同
月
と

同
数
も
、
１
～

月
の
累
計

は
２
８
７
件
と
前
年
の
通
年

（
２
６
０
件
）を
上
回
り
、
過

去
最
多
を
更
新
し
て
い
る
。

　
従
業
員
や
経
営
幹
部
な
ど

の
退
職
・
離
職
が
直
接
・
間

接
的
に
起
因
し
た
「
従
業
員

退
職
型
」の
倒
産
が
８
件
と
、

２
カ
月
連
続
で
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
。

　
一
方
、
東
京
商
工
リ
サ
ー

チ
の
調
査
に
よ
る
と
、
今
年

１
～

月
の
人
手
不
足
関
連

倒
産
は
２
４
４
件
で
、
前
年

同
期
比

・
６
％
増
。
現
在

の
ペ
ー
ス
で
推
移
す
る
と
今

年
通
年
は
「
過
去
最
多
の
３

０
０
件
に
迫
る
可
能
性
も
出

て
き
た
」
（
同
社
）
。

　
人
手
不
足
関
連
倒
産
は
、

求
人
難
、
従
業
員
退
職
、
人

件
費
高
騰
を
要
因
と
す
る
も

の
。
内
訳
を
見
る
と
、
求
人

難
が
１
０
１
件
、
同
１
１
０

・
４
％
増
。
１
～

月
の
累

計
で
２
０
１
３
年
以
降
で
初

め
て
１
０
０
件
を
超
え
た
。

人
件
費
上
昇
が
負
担
に
な
っ

た
人
件
費
高
騰
に
よ
る
倒
産

は

件
で
、同

・
８
％
増
。

従
業
員
退
職
が

件
、
同


・
６
％
増
。
「
雇
用
の
流
動

化
が
進
む
が
、
人
材
確
保
に

苦
慮
す
る
企
業
の
多
さ
を
映

し
て
い
る
」
（
同
）
。

　
産
業
別
で
は
「
サ
ー
ビ
ス

業
他
」が

件（
同

・
８
％

増
）
で
最
多
。
建
設
業
（


件
、同
１
６
４
・
０
％
増
）、

運
輸
業
（

件
、
同

・
６

％
増
）
が
続
い
て
い
る
。


